






徴収 の猶予通知書

第 号

年 月 日

納税者又は特別徴収義務者

住所又は所在地

氏名又は名称 様

財務事務所長 印

年 月 日にあなたから申請のあつた 徴収 の猶予については、地方税法附則第59条

第1項に該当するため、下記のとおり徴収を猶予したので、（同条第3項において準用する）同法第15条の

２第1項の規定により通知します。

猶予金額 円 猶予期間
年 月 日 から

年 月 日 まで

猶
予
金
額
の
内
訳

年 度

期(月)分
税 目

課税番号

納 期 限

督促状発付

税 額

（円）

加算金額

（円）

延滞金額

（円）

滞納処分費

（円）
備考

合 計

納
付
（
納
入
）
の
計
画

上段：納付（納入）予定日、下段：納付（納入）予定額（円）

※法律によつて納付（納入）すべき延滞金については、本税の納付

（納入）が完了した後に納付（納入）する。

合計金額 円

備

考

（注）この処分に不服がある場合は、この文書を受け取つた日の翌日から起算して３月以内に知事に審査請求

をすることができます。審査請求書は、なるべく、この処分を行つた財務事務所長を経由して提出してく

ださい。処分の取消しの訴えは、当該審査請求に係る裁決書を受け取つた日の翌日から起算して６月以内

に、静岡県を被告（訴訟においては知事が被告の代表者となります。）として提起することができます。な

お、処分の取消しの訴えは、前記の審査請求に対する裁決を経た後でなければ提起することができないこ

ととされていますが、①審査請求をした日から３月を経過しても裁決がないとき、②処分、処分の執行又

は手続の続行により生ずる著しい損害を避けるため緊急の必要があるとき、③その他裁決を経ないことに

つき正当な理由があるときは、裁決を経ないでも処分の取消しの訴えを提起することができます。


